
19   



25．7％  

n＝1608  

20  

‾ 1   
翳  



n＝1608  

21   



22  

l   



23   



24  

I   野  



25   



26  

r －‾   



0％  

1＆3‰  

n＝1608  

27   



0％  
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琴師票回答のあった診療科  

施設数  

0  200  400  600  800  1000  1200  

外科  

内科  

整形外科  

消化蕃科  

循環器科  

小児科  

随押絵外科  

産婦人科一  

呼吸慕科－  

眼科  

泌尿器科  

神経内私  

心腋血管外科  

耳鼻咽喉科  

婦人科  

呼吸券外科  

麻酔科・  

救急部・科・   

リハビリテーション科・  

産軋  

形成外科・  

放射線科  

リウマチ科  

小児外科  

アレルギー科  

皮膚科  

輯神科  

心療内科  

神経科  

n（診療科数）＝4717（無効回答数＝29）  

施設数＝1608  
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医師票 問1診療ガイドラインに関する医師の理解度  
（所属する診療科に関係するガイドラインについて）  

0％  20％  40％  60先  80％  100％  

全診ヲ棄科  

クー科  

内科  

整形タt科  

消化器科  

循環器科  

小児科  

脳神経外科  

産婦人科  

呼吸器科  

月長科  

泌尿器科  

神経内科  

心麻血管外科  

耳鼻咽喉科  

婦人科  

呼吸器外科  

麻酔科  

救急部・科   

リハビリテーション科  

産科  

形成外科  

放射♯科  

リウマチ科  

小児外科  

アレルギー科  

皮膚科  

精神科  

心療内科  

神経科  

口約半数の医師は、理解している  ▲ほとんどの医師は、理解している  

司ほとんどの医師は、理解していない   

n＝4714（無効回答数＝3）  
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医師票 間2 診療ガイドラインを理解している医師の診療  

0，i  20％  40，i  60，i  80％  100％  

全診療科  

外科  

内科  

整形外科  

消化器科  

循環器科  

小児科  

脳神経外科  

産婦人科  

呼牌  

眼科  

泌尿器科  

神経内科  

心臓血管外利  

耳鼻咽喉科  

婦人科  

呼吸器外科  

麻酔科  

救急部・科   

リハビリテー‡ション私  

産科  

形成外科  

放射投科  

リウマチ科  

小児外科  

アレルギー科・  

皮膚科  

精神科  

心療内科  

神経科  

■ほとんどの医師は、診療ガイドラインに沿った診療を行っている  口約半数の医師は、診療ガイドラインに沿った診療を行っている  

団lまとんどの医師は、診療ガイドラインを意識した診療を行っていない n診療科として把握していない  

田その他  

n＝4717  
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医師票問3参考としている診療ガイドライン②（複数選択）  

0％  20％  40％  60％  80％ 100％．   

婦人科  

10D．D～  

100．仇  

80．01  

100．0～  

∩他  
100．0亀  

皮膚科－  

50：仇  

精神科  50．0％  

；…；；≠；≡童言；き鼻毛き；：葦；ミ‡；ミ；；；：；き：圭＝≡；輯≡；；  

U．U書  

0．0■  
0．Ol  

nrIl  
100．0！i  

神経科   
0．Ol  
0．0～  

□日本の各専門学会が提供している診療ガイドライン（n＝4717）   

田海外で普及している診療ガイドライン（n＝4715）  Ⅱそわ他のガイドライン（nニー‖7）   

田参考としているガイドラインはない（n＝4717）  ■Mindsを参考としている（n＝4715）  
日その他（n＝4717）  
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医師票 間4参考としている診療ガイドラインの選択基準  

0％  20％  40％  60‰  80～  100％  

全診療科  

外科  

内科  

整形外科  

さ削ヒ器科  

循環器科  

小児科  

脳神経外科  

産婦人科  

呼吸器科  

眼科  

泌尿器科  

神経内科  

心臓血管外科  

耳鼻咽喉科  

婦人科  

呼吸器外科  

麻酔科  

救急部・科   

リハビリテーション科  

産科  

形成外科  

放射線科  

リウ⇒チ科  

小児外科  

アレルギー科  

皮膚科  

精神科  

心療内科  

神経科  

■病院としての選択基準を設けている ロ診療科における選択基準を設けている 臥選択基準はない Eその他  

n＝4717  
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医師票問5診療ガイドラインに沿わない診療を行う場合の診療の適否判断  

0％  20％  4D％  60～  801  100！i  

全診療科  

外科  

内科  

整形外科  

消化蕃科  

循環蕃科  

小児科  

脳神経鱒軍  

産婦長称  

呼吸熟  

眠科  

泌尿器科  

神経内私 

心臓血管外科  

耳鼻咽喉判  

婦人科  

呼吸器外科  

麻酔科  

救急部・科   

リハビリテ「ション私  

産札  

形成外科  

放射線科  

リウマチ科  

小児外科  

アレルギー科  

皮膚科  

精神科  

心療内科  

神経科  

■病院が設置する委員会で適否を判断  □複数の診療科によって開催されろカンファレンスで適否を判断  

印診療科内のカンファレンスで適否を判断  電担当医師が適否を判断  
日特に決めていない  臼そ■の他  

n＝4717  
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医師票 問6 診療ガイドラインを患者の説明に使用する程度  

0％  20％＿  4（粍  60％  80％  100％  

全診療科  

外科  

内科  

整形・外科  

消化器科  

循環器科  

小児科  

脳神経外科  

産婦人科  

呼吸署科  

眼科  

泌尿器科  

神経内科  

心臓血管外科  

耳鼻咽喉科  

婦人科  

呼吸器外科  

麻酔科  

救急部・科   

リハビリテーション科  

産科  

形成外科  

放射線科  

リウマチ科  

小児外科  

アレルギー科  

皮膚科  

精神科  

心療内科  

神経科  

■診療ガイドラインの記載された文書又はパンフレット等を用いて説明ロ口頭で説明q特に説明に用いることはない印その他  

nニ4717  

36   

l■】「  




